


　

お
な
き
大
の
つ
２
は
に
町
内
加
幌

。
す
ま
り
あ
が
り
祭

　

た
れ
わ
行
に
日
６
月
８

内
鞠
朱

祭
水
湖
湖

。

　

幌

り
祭
ば
そ
新
町
内
加

は
号
月
今
。

　
起
　
源

　

和
昭
は
湖
内
鞠
朱

49

４
年

月
30

に
園
公
然
自
立
道
に
日

毎
、
に
機
を
の
た
れ
さ
定
認

運
を
足
が
客
光
観
の
く
多
年

。
た
し
ま
り
な
に
う
よ
ぶ

　

え
伝
を
力
魅
の
湖
内
鞠
朱
と

い
な
れ
ら
せ
や
増
を
数
客
光

に
台
舞
を
湖
内
鞠
朱
、」
か

で
は
り
祭
お
い
白
面
か
何
「

出
え
考
と
」
か
の
も
い
な
き

起
の
り
祭
水
湖
、
が
の
た
し

。
す
ま
り
な
と
源

  

り
ま
じ
は

　

和
昭

57

湖
内
鞠
朱
に
日
１
月
８
年

る
な
と
目
回
１
第
で
催
主
会
協
光
観

。
た
し
ま
り
ま
始
が
祭
水
湖
湖
内
鞠
朱

　

・
争
競
で
ズ
イ
ク
、
は
ト
ン
ベ
イ

集
を
目
注
も
で
か
な
、
れ
わ
行
が
ど

。
た
し
で
会
大
き
引
綱
上
水
は
の
た
め

  

会
大
き
引
綱
上
水

　

に
際
実
、
で
階
段
画
企
、
初
当
。
す

ら
か
岸
、
て
し
と
策
善
改
の
そ
、
り

て
れ
さ
が
夫
工
ぐ
防
を
の
る
れ
流
が

。
た
し
ま
い

　

子
男
ら
か
地
各
道

38

金
賞
勝

10

こ
と
う
よ
し
に
手
を
円
万

史
歴
の
祭
水
湖
湖
内
鞠
朱

〈ボートを漕ぐ選手たち〉

2017.8 2



  

る
め
収
を
功
成
大

　

翌
、
め
収
を
功
成
大
が
目
回
１
第

ス
も
祭
夜
前
は
ら
か
目
回
２
第
の
年

、
会
大
踊
盆
装
仮
や
会
大
ケ
オ
ラ
カ

い
て
え
増
が
ト
ン
ベ
イ
る
げ
上
り
盛

。
た
し
ま
き

　

慢
自
腕
れ
ま

　

」
会
大
き
引
綱
上
水

。
に
ど
ほ
る
れ
さ
題
で
ま
と

火
花
る
彩
を
空
夜
の
夏

　

和
昭

63

の
催
開
日
７
・
６
月
８
年

第
7

会
大
火
花
て
め
じ
は
ら
か
目
回

ち
た
と
」
火
花
く
咲
に
上
湖
「、
せ

し
ま
り
ま
広
は
題
話
へ
外
内
道
ち
ま

。
た

  

波
の
革
改
政
行

　

話
の
そ
、
に
と
ご
る
ね
重
を
数
回

き
引
綱
上
水
「
た
い
て
め
集
を
性
題

の
気
景
く
引
長
、
が
た
し
で
」
会
大

、
く
き
大
は
響
影
の
革
改
の
国
や
迷
低

状
政
財
い
し
厳
が
保
確
の
源
財
存
依

い
て
し
指
目
を
立
自
主
自
で
中
の
況

改
政
行
次
３
第
町
内
加
幌
、
め
た
く

成
平
、
れ
ら
め
定
が
綱
大
革

15

８
年

第
の
催
開
日
３
・
２
月

22

最
を
目
回

。
た
し
ま
じ
閉
を
幕
に
史
歴
の
そ
に
後

  

び
す
む

　

第
で
回
今

36

た
え
迎
を
目
回

朱

祭
水
湖
湖
内
鞠

な
々
様
、
が
す
で

ま
在
現
、
せ
乗
を
い
思
の
人
や
史
歴

、
は
民
町
ち
た
私
。
す
ま
い
て
い
続
で

つ
へ
世
後
を
り
祭
お
る
あ
統
伝
の
こ

大
が
と
こ
く
い
て
げ
上
り
盛
を
り
祭

一
る
彩
を
夏
の
町
内
加
幌
。
す
で
切

つ
い
、
も
ら
か
れ
こ
を
ト
ン
ベ
イ
大

。
も
で
ま

〈応援する観客ら〉

　第３回時の〈ポ ス タ ー〉
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　北海道コンサドーレ旭川U-15の高木貴弘コーチと日高拓磨
コーチを招いて、昨年に引き続き２回目となるサッカー教室が７
月３日（月）に幌加内小学校と中学校の各グラウンドで開催され
ました。
　高木コーチと知り合いである「㈱EXCEL」の髙橋直樹社長が
今年もサッカー教室を企画。午前中は幌加内小学校の児童にサッ
カーの基礎を指導。次第にドリブルやパスなどボールの扱いに
慣れていき、後半の紅白戦ではゴールラッシュの試合展開で盛
り上がっていました。
　午後からは場所を中学校グラウンドに移し、生徒に強いシュー
トの蹴り方、トラップの仕方などレクチャーし、紅白戦へ。最
後に優勝チームVS両コーチ＆先生チームとの試合が行われ、両
コーチの上手さに翻弄されっぱなしでした。
　試合後、高橋社長からプレゼントされたコンサドーレのうち
わに、両コーチのサインをもらおうと、児童・生徒がコーチに
掛け寄り、列を作るほど人気を博していました。

勝利を目指し、
　　竹刀を振る!!

　６月25日（日）、士別市総合体育館で第46回士別地
区青少年剣道大会兼第41回伊藤杯・松本杯争奪剣道
大会が行われました。
　個人戦は初心者から中学生、団体戦は小学生低学年
から中学生までが優勝を競い合いました。
　各部門の上位入賞者は下記の通りです。（幌加内関係分）

●個人戦
小学生低学年の部
優　勝／野原　誠也　　３　位／野村　埜明
小学生高学年の部
優　勝／安藝みなみ　　準優勝／中村　大樹
中学生の部
優　勝／　
　中野　湖宵
準優勝／　
　笠井　広大
３　位／

●団体戦
小学生低学年の部
優　勝／幌加内（野村埜明、稲見拓真、野原誠也）
小学生高学年の部
優　勝／幌加内（安藝みなみ、野村啓道、中村大樹）
中学生の部
優　勝／幌加内Ａ（中野湖宵、笠井広大、本家由杏）

　６月28日（水）、朱鞠内湖観光協議会（会長中
南裕行）の総会が開催されました。朱鞠内湖を国
内・国外のアウトドアファンが集まるフィールド
にするため、誘客及び受け入れ態勢の整備を促進
し、町の観光振興を目指して事業に取り組んでい
ます。
　当日は上川総合振興局及び北海道観光振興機構
の担当者も出席し、ボートに乗り湖上視察を行う
など現地の空気を体験、総会では29年度の事業
計画にて北海道観光振興機構の助成金を利用し、
ワークショップの開催、アウトドアやメディア関
係者等の招へい、動画やパンフレットなどのPR
媒体の作成、首都圏へのプロモーション活動等を
行うことが説明され、提案された議案が承認され
ました。

朱鞠内湖
  観光推進協議会総会

幌加内小学校・幌加内中学校でサッカー教室を開催
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故 水崎清司氏
　　瑞宝単光章受章

　今年５月に 67歳で急逝された元深川地区消防組
合幌加内消防団長の水崎清司氏が瑞宝単光章を受章
しました。
　水崎氏は昭和 54 年より幌加内消防団に入団し、
平成 27 年に退団されるまでの 35 年４ヶ月の長き
にわたり消防団に尽力され、特に平成 20年から退
団までは消防団長を務められました。
　７月 12日（水）に役場の住民研修室で行われた
伝達式では、細川町長より、妻の光子さん、息子の
真さんへ同章が手渡されました。

　全国内水面漁業協同組合連合会が主催する「第
16回全国川づくり標語コンクール」に幌加内・朱
鞠内の両小学校の生徒3名が受賞しました。
　全国の小学生を対象とした川づくり標語コンクー
ルは、生物環境の保全やマナー向上に関する標語を
全国で選考し、優秀な作品を表彰する事業となって
います。
　会長賞を受賞した中村君には８月７日（月）に、
東京都千代田区にある衆議院第二議員会館にて、同
賞と記念品が授与されました。
全国内水面漁業協同組合連合会会長賞
　幌加内小学校4年　中村　大樹　君
　「守ろうよ　ふるさとの川　ぼくたちで」
佳　作
　幌加内小学校1年　大平　咲葵　さん
　「たくさんの　えがおをまもる　森と川」
入　選
　朱鞠内小学校1年　矢箆原　努　君
　「まもりたい　しゅまりないこの　でかいイトウ」

幌小４年の中村大樹君が
会長賞に輝く！

第67回

　７月７日（金）、犯罪をなくして社会を明るくす
るために「青少年非行防止・社明運動町内パレード」
が開催され、保護司や民生児童委員など、20名以
上が参加しました。
　７月は「青少年の非行・被害防止の道民総ぐるみ
運動の強化月間」とされており、パレードに先立ち、
町長室において、保護司会幌加内支部の水上尚澄支
部長から内閣総理大臣のメッセージを伝達、役場前
で出発式を行いました。
　細川町長より、「本町の目指す、顔が見える社会、
地域づくりはとても大切なことであり、日頃より、
地域の皆さまのご理解、ご協力に感謝しています。」
と激励のあいさつがあり、その後、下幌加内から母
子里の町内一円をパレードしました。

　剣淵町が主催の「北海道 BIG　SKY　ぐるっと
ライド」が 7月 9日（日）に剣淵温泉レークサイ
ド桜岡を発着点に開催されました。道内外から参加
されたサイクリストたちは自慢のロードバイクやク
ロスバイクに跨り、剣淵町、士別市、幌加内町、和
寒町の 1市 3町を駆け抜けました。タイムや順位
を競わず、「エイド」と呼ばれる休憩所で、各市町
の名産品を味わいながら、また景観を楽しみながら
コースを疾走しました。
　幌加内エイド（教育委員会駐車場）では、打ち立
てのお蕎麦を用意し、参加者は「幌加内のお蕎麦っ
て美味しい」「美味しいお蕎麦ありがとう。あとも
うひと踏ん張りだ」と話し、ゴールを目指しました。

幌加内コース
　110Kmを疾走！
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　深川地区消防組合を組織する１市５町の消防団に
よる、第69回北空知連合消防演習が７月28日（金）
に幌加内町の当番で、あえる駐車場で開催されまし
た。
　開会式では総監である細川町長より「各市町村の
消防団員は生業の傍ら、日夜、献身的に地域の防火、
防災活動に従事され、大変ご苦労されています。礼
式訓練で培った消防団の威風堂々とした入場行進、
連携のとれた放水訓練やポンプ操法など大いに期待
していますので、本演習を成功させて下さい」とあ
いさつがありました。
　その後、幌加内消防団を先頭に約200名の消防団
員の規律訓練や出動訓練や放水訓練があり、会場か
らは大きな拍手が贈られていました。

　幌加内中学校（石橋克敏校長）の中野湖宵さん（3
年生）が７月28・29日に東川町であった「第38回
北海道中学校剣道大会」において見事女子個人で優
勝に輝きました。
　大会の準決勝では「小手」で一本勝ちを収めました
が、迎えた決勝戦は緊張の面持ちで挑み、延長戦の末、
「面」を取り一本勝ちし、８月18～20日に佐賀県で開催
される全国大会に出場することに。優勝の実感があまり
ないと語る中野選手は、８月３日に細川町長へ表敬訪問
し、「悔いのないように実力を発揮し、まずは１勝を目指
したいです。」と意気込みを述べ、町長より「全国大会で
の活躍を期
待していま
す。がんばっ
て下さい」
と激励を受
けました。

災害対策懇談会を開催
　今年で３回目となる災害対策懇談会を、各自治区
長・町内会長を対象に開催しました。冒頭に細川町
長から「町が出す避難指示など、たとえ空振りであっ
ても何も災害が起きなくて良かったねと言う時代に
なってきている。住民の災害意識のレベルを上げる
努力が必要だ。」とあいさつ。懇談会では、旭川気
象台から「年々、気候が変わってきています。日々
の天気予報・気象情報に大変注視していだきたい。」
旨、滝川河川事務所から「昭和56年豪雨や平成26
年８月の降雨のいずれにも対応できる河川整備を目
指したい」との話しがありました。町からは災害に
備えたタイムラインの説明や、自治区（町内会）と
連携した避難訓練を実施していきたい等の説明をい
たしました。

　コープさっぽろが主催する「※第10回コープさっ
ぽろ農業賞」に町立幌加内高等学校が応募したとこ
ろ、本校のそば授業を核とした各種交流事業、幌高
商店会の活動が認められ、２次審査会（現地審査）
に進出が決まりました。
　現地審査にあわせ、第１回目の販売会を想定した
総練習として７月13日（木）にプレセールを開催。
幌高商店会副会長（そば局長）の河口陸斗君（３年）
がそば打ちの実演を披露する場面も。販売部門では
その日の朝に焼いた自家製パンや手塩にかけて育て
たもち米なども売られ、CAFÉコーナーではケーキ
や白玉ぜんざいなどの豊富なメニューとなっていま
した。
　今年度も７月22日（土）【終了】、10月14日（土）、
12月10日（日）に販売会を予定していますので、
ふるってご参加をお願いします。
※「消費者目線で優れた第一次産業の生産者を応援
する』という日本発のコンセプトを掲げた農業賞

幌高商店会
  ～プレセール開催～

第 69回
　北空知連合消防演習

中野選手　剣道で
  全道チャンピオン !!!
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　第８回目を迎える幌加内自治区主催町内会対抗
パークゴルフ大会が、７月29日（土）に百年記念
公園パークゴルフ場で開催されました。
　本大会は９町内会から36名が参加。開会式では
白坂自治区長が「日頃の練習の成果が発揮できるよ
う頑張って下さい」とあいさつ。参加者は１時間
30分で18ホールを回り下記のとおり順位が決定し
ました。
【団　体】優　勝…南3丁目　
　　　　 準優勝…緑ヶ丘　３位…大通り4丁目
【個　人】優勝（男性）…宮脇　恵治　様（50打）
　　　　 優勝（女性）…吉田　富江　様（52打）

第８回町内会対抗
パークゴルフ大会

　７月13日（木）、当麻町スポーツセンターにおい
て第53回上川管内町村身体障害者スポーツ大会が
開催されました。
　幌加内町身体障害者福祉協会より11名の選手が
参加し、スポーツを通じて他町村の参加選手と交流
を深めました。
　結果は、16チーム中８位となりました。

上川管内町村
身体障害者スポーツ大会
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※クーポンは切り取り、ご提示願います。

　日頃より、道の駅「森と湖の里ほ
ろかない」をご利用いただきありが
とうございます。道の駅では、町民
の皆様に対して毎月クーポンを発行
することといたしましたので、ご利用
いただきますようお願いいたします。

道の駅クーポン士別警察署かわら版
秋の全国交通安全運動

～身につけよう　命のお守り　反射材～
　９月21日から９月30日までの間、「秋の全
国交通安全運動」が実施されます。
　夕暮れ時と夜間の歩行者・自転車乗車中の
交通事故防止とともに、子供と高齢者につい
ても皆さんの力で悲惨な交通事故から守りま
しょう。
　　　■自転車の安全通行について■
○自転車は原則として車道の「左端通行」
○「通行可」の表示がある場合は歩道を通行
　～車道の右側を通行した場合や自転車が通行できない歩道を
通行した場合には違反となり…
　「３月以下の懲役または５万円以下の罰金」となります。自
転車での安全通行をお願いします。

士別警察署　㈹23－0110

輝きつづける北海道「北海道総合計画」について
［平成２８年度～平成３７年度］

　「北海道総合計画」は、すべての道民の皆様が、今後のめざす姿と進むべき道筋を共有し、その実現
に向けて、お互いに連携を深め、力を合わせて取り組んでいくための指針として、平成28年３月に道
が策定しました。
　この計画に沿って、人口減少問題や本道の強靭化などにしっかり対応し、北海道の多様な価値と強み
を活かした取組を進めていきますので、皆様の一層のご理解とご協力をお願いします。

■北海道では、道民の皆様に総合計画をご理解いただくため、団体・企業や学校、市町村等を対象
に出前講座を実施しています。「北海道総合計画」及び出前講座の詳細は、下記のホームページ
をご覧いただくか、北海道総合政策部政策局計画推進課にお問い合わせください。

　＜「北海道総合計画」ホームページ＞　
　http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/hokkaido_sogokeikaku.htm

　＜お問い合わせ先＞　北海道総合政策部政策局計画推進課（TEL：０１１－２０４－５６３０）

　添牛内自治区の奏雲太鼓保存会では、一般財団法人自治総
合センターのコミュニティ助成事業により和太鼓を整備しま
した。この事業は、同センターが全国自治宝くじの普及広報
事業費として受け入れる受託事業収入を財源として、住民の
コミュニティ活動を促進し、その健全な発展を図るとともに
宝くじの普及広報を目的に行われています。
　今回の整備によって、添牛内自治区の和太鼓郷土芸能活動
の一層の発展に寄与することが期待できます。

奏雲太鼓保存会で和太鼓を整備 !!奏雲太鼓保存会で和太鼓を整備 !!

せいわ温泉ルオント入浴料
　大人500円
　→400円
子供250円
　→200円

幌加内町物産館
ソフトクリーム
　  50円引き
　
平成29年9月30日まで有効
※有効期限内、何度でも利用
可。他サービス券等の併用不可
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　国立北海道障害者職業能力開発
校では求職中の障がい者（応募希
望者）の入校前適性相談を実施し
ます。

● 実 施 期 間 ●
平成30年３月２日まで

　詳しくは、当校又は最寄りの公共職
業安定所までお問い合わせください。

TEL　0125－52－2774
FAX　0125－52－9177

　建退共制度は、中小企業退職金共済法に基づき建設現場労働者
の福祉の増進と建設業を営む中小企業の振興を目的として設立さ
れた退職金制度です。
　この制度は、事業主の方々が、労働者の働いた日数に応じて掛
金となる共済証紙を共済手帳に貼り、その労働者が建設業界で働
くことをやめたときに建退共から退職金を支払うという、退職金
制度です。
　 加入できる事業主：建設業を営む方

対象となる労働者：建設業の現場で働く人
掛　　　　　　金：日額310円　

　★特　徴
◎国の制度なので安全、確実、申し込み手続は簡単です。
◎経営事項審査で加点評価の対象となります。
◎掛金の一部を国が助成します。
◎掛金は事業主負担となりますが、法人は損金、個人では必要
経費として扱われ、税法上全額非課税となります。

◎事業主が変わっても退職金は企業間を通算して計算されます。

◆ 建退共済制度の特例措置のお知らせ ◆
　建退共では、地震等により災害救助法が適用された皆様に対
し、各種手続の特例措置を実施しております。

★建退共から事業主の皆様へのお願い
・共済証紙は、労働者の就労日数に応じて適正に貼付して下さい。
・「建設業退職金共済手帳」を所持している労働者が、建設業
界を引退するときは、忘れずに退職金を請求するよう指導し
て下さい。

　　ホームページ「建退共」に、制度説明用動画、Q＆Aなど建退
共制度の知りたい情報が記載されています。ぜひ、アクセスして
ご覧下さい!!

　養育費に関する電話相談会を、
日本中の青年司法書士が連携し、
全国一斉に開催します。
日　時　平成29年9月2日（土）
　　　　　10時00分～
 16時00分まで
ＴＥＬ　0120-567-301

相談料は無料です。
秘密は厳守します。

担当者　釧路青年司法書士
　　　　　　　　　協議会　安田
問合せ　0156-65-2198

知っていますか？建退共制度

平成30年度
入校前適性相談会

平成29年度自衛官等募集案内平成29年度自衛官等募集案内平成29年度自衛官等募集案内
●自衛官候補生（男子）
応募資格：日本国籍を有し、採用予定月１日現在18歳以上27歳未満の男子
受付期間：年間を通じて行っております。※採用予定数に達した場合は実施しません。
試験期日：10月20日（金）・21日（土）いずれか1日
試験会場：陸上自衛隊旭川駐屯地

●防衛大学校学生　一般採用試験（前期）
　応募資格：日本国籍を有し、高卒（見込み含む）21歳未満の男女
　受付期間：9月5日（火）～9月29日（金）
　試験期日：第1次試験　11月4日（土）・5日（日）の2日間
　試験会場：陸上自衛隊旭川駐屯地
●防衛医科大学校看護学科学生（自衛官候補看護学生）
　応募資格：日本国籍を有し、高卒（見込み含む）21歳未満の男女
　受付期間：9月5日（火）～9月29日（金）
　試験期日：第1次試験　10月14日（土）
　試験会場：陸上自衛隊旭川駐屯地
●防衛医科大学校医学科学生
　応募資格：日本国籍を有し、高卒（見込み含む）21歳未満の男女
　受付期間：9月5日（火）～9月29日（金）
　試験期日：第1次試験　10月28日（土）・29日（日）の2日間
　試験会場：陸上自衛隊旭川駐屯地
●お問い合わせ先
　自衛隊旭川地方協力本部　南地区隊（0166-54-5617）又は役場窓口まで

司法書士による
「全国一斉養育費相談会」
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　北海道大学及び札幌医科大学では、平成28年9月30日より、各大学が保管しているアイヌ民族のご
遺骨等のうち、身元が判明したご遺骨等をお返しする手続きを開始しております。
　また、北海道大学では、この度、既に大学のホームページ等で公開している16体に加え、新たに
18体のご遺骨の身元が判明したことから、平成29年5月31日より、これらの34体のご遺骨等の情報
を北海道大学のホームページで公開しております。
　情報を公開しておりますご遺骨等について、複数のご遺族から返還のお申し出がある場合も考えら
れますことから、一番初めにお申し出いただいた方の手続きが行われてから、一年の間、他の方から
の返還のお申し出をお受けいたします。（現在公開しておりますご遺骨等には、既に返還のお申し出
をいただいているものがございます。）
　手続きや身元が判明したご遺骨等の情報など、詳しくは、各大学のホームページをご確認いただく
か、または問合せ窓口までお問合せをお願いいたします。

【問合せ窓口】北海道大学アイヌ遺骨等返還室　TEL 0120-622-277
　　　　　　 札幌医科大学事務局総務課　TEL 0120-361-115

アイヌ民族のご遺骨等の返還に関するお知らせ

「マイナンバーカード」「通知カード」は
住所変更手続きが必要です。
　マイナンバー自体は引っ越ししても変わる
ことはありませんが、「マイナンバーカード」
または「通知カード」に新住所を追記する必
要があります。転入届を提
出する際に、転入先の市区
町村窓口で「マイナンバー
カード」又は「通知カード」
の住所変更手続きを行って
ください。
ご家族全員分のお手続きもお忘れなく！
　同一世帯の住所変更手続きを、まとめて行
うことも可能です。全員分の通知カードまた
はマイナンバーカードを持参下さい。
※代表して手続きをされる方が、同一世帯である
ことを確認するために、運転免許証、健康保険
証等の身分証が必要となります。
※マイナンバーカードについては、全員分の暗証番
号（4桁）の入力が必要となります。

引越しの際は「マイナンバー
カード･通知カードの住所変
更手続き」もお忘れなく！

　北海道財務局の専門の相談員が「借金の悩み」を親身になってお聴きし、あなたに合った解決方法を提
案します。また、「預金・融資、保険など金融全般」のご相談も受け付けます。相談料無料・予約不要です。

受 付 日 時：平成29年9月14日（木）　午前10～ 12時
会　　　場：旭川地方合同庁舎　西館１階　第1共用会議室（旭川市宮前1条3丁目3番15号）
お問合わせ：011-807-5144 又は 011-807-5145　北海道財務局相談員直通（9時～12時、13～17時）
主　　　催：北海道財務局、旭川財務事務所

「借金・金融一般相談会」の開催について
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新規採用町職員
　質問事項
　①出身地　②抱負
　（平成29年8月1日採用）
　産業課農政係
　松本　隆史（たかし）

①千葉県千葉市
②小清水町の農協から転職してきました。10年ほど
前に名寄市で暮らしており、幌加内は何度も訪れた
ことがある土地で、ご縁がありましたことを大変う
れしく思います。幌加内町のために尽力してまいり
ますので、よろしくお願いいたします。

町民税・道民税第２期の納期限は８月３１日（木）です。
　「納付税通知書」がお手元にある方で、口座振替をご利用でない方は、納税通知書をお持ちの上、
納期限までに納付をお願いします。
　また、口座振替をご利用の方は、口座残高の確認をお願いいたします。 

納 付 場 所　北空知信用金庫本支店、きたそらち農業協同組合幌加内支所、
　　　　　　　役場出納窓口、役場朱鞠内支所
お問い合わせ　役場総務課税務係　ＴＥＬ 35-2121（内115）

消防団員になってみたい、住むまちのことだから頑張りたい
とお考えの方。

消防団員は・・・
○非常勤特別職地方公務員となります。
○火災・風水害などの災害に対し、消防団長の命令で出動をします。
○月１回程度の機械取り扱いや災害対応技術を身につけるための訓練があります。
○消防団活動中に負傷した場合の公務災害補償制度があります。
○必要な被服等が貸し与えられます。
○年額報酬や出動に応じた手当が支給されます。
○一定期間以上勤務して退団した際には、退職報償金が支給されます。

　幌加内消防団は現在、髙山友樹団長以下 39名が所属しており、消防車６
台で各種災害に備えていますが、年々上がる平均年齢や絶対的な消防団員数
が少ないことなどから、今後現場活動の支障が心配されています。
　消防団員になるためには、町内に住居を定めていることなど一定の条件があります。詳細
は、お知り合いの消防団員または幌加内支署消防団係までお問い合わせください。
　 お問い合わせ先：深川地区消防組合深川消防署幌加内支署消防団係

　　　　　　　　（電話：35-2246）
自分のまちを災害から守るために、消防団は、いろいろな人たちのチカラで成り立っています。

急募!! 幌加内消防団員
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第３号被保険者からの異動について
　健康保険（協会けんぽ・健康保険組合）及び厚生年金保険に加入して
いる被保険者が適用事業所を退職して自営業者等になった場合、その健
康保険の被扶養者となっていた人は、国民健康保険等へ、国民年金は第
３号被保険者から第 1号被保険者へ切り替える必要があります。
　また、被保険者が転職して引き続き、健康保険（協会けんぽ・健康保
険組合）及び厚生年金保険の適用事業所に勤務した場合、その健康保険の被扶養者となっていた
人は、条件を満たす場合、再び被扶養者となることができます。この場合、国民年金は引き続き
第３号被保険者に該当しますので手続きは不要です。

会社員 自営業 会社員

被保険者 健康保険・厚生年金 　 健康保険・厚生年金

国民健康保険・国民年金

被扶養者 第 3号被保険者 第 1号被保険者 第 3号被保険者

◎配偶者が転職・退職したときの手続き

対
　
象
加入していた
制度 異　　動

配偶者が適用事務所に転職した場合
（健康保険・厚生年金加入） 配偶者が適用事業所

に勤務しない場合
（自営業・主婦等）配偶者の被扶養者となる

条件を満たす場合
配偶者の被扶養者となる
条件を満たさない場合

本
　
人

健康保険の被
扶養者 配 偶 者 の

退職・転職

健康保険の被扶養者※1 国民健康保険※ 2

国民年金第 3
号被保険者

国民年金第 3号被保険
者（手続きは不要） 国民年金第1号被保険者※ 3

※ 1健康保険の被扶養者になるための手続きは、配偶者（被保険者）が勤務する事業所の事業主を経由して行います。
※ 2 国民健康保険への加入手続きについては、住所地の市区町村の国民健康保険担当課へお尋ねください。
※ 3 国民年金第 1号被保険者への手続きについては、住所地の市区町村の国民年金担当課へお尋ねください。

◎第３号被保険者制度とは
①第３号被保険者とは、会社員や公務員など国民年金の第２号被保険者（夫など）に扶養される
配偶者の方（20歳以上60歳未満）が対象となります。
（参考）・第１号被保険者：自営業者や学生等
　　　　・第２号被保険者：厚生年金保険の加入者（会社員等）及び共済組合の加入者（公務
　　　　　　　　　　　　　員等）

②第３号被保険者である期間は、第１号被保険者期間と異なり、保険料をご自身で納付する必要
はなく、保険料納付済期間として将来の年金額に反映されます。
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健　康
コラム
2017 手足口病について
　全国的にも流行している「手足口病」が、北海道でも流行し始め、
7月末に北海道の７箇所の保健所で警報が発令されました。幌加内町
が所属している上川保健所からは警報の発令はありませんが、流行の
危険があるため油断できません。「手足口病」を知って、適切な対応
をとりましょう。

「症状のあらわれ方」

○母子健康手帳および妊婦一般健康診査受診票の交付は、アルクで行って
おります。妊娠がわかりましたら、早めに交付を受けてください。また、
来所の前にアルクへご連絡いただけると交付がスムーズです。
○肝炎ウイルス検診を実施しています。対象者は、40歳以上の方で過去
に検診を受けられたことのない方です。検査を希望される方は、事前に
アルク保健師までご連絡ください。（問い合わせ先　電話：35-3090）

手足口病とは？
　口の中や手足などに水泡性の発疹が出るウイルスの感染に
よって起こる感染症です。乳幼児が感染しやすいといわれて
おり、集団生活をしている保育施設などでは注意が必要です。

（＊大人も感染します。大人は、子供よりも重症化しやすく、40度近い
　 高熱、強い痛み、かゆみ、頭痛や倦怠感をきたすこともあります）

主 な 症 状 手、足、口のまわりに水泡状の湿疹ができ、
痛みやかゆみを伴う

感 染 経 路

せきやくしゃみなどによって口や鼻から
入って感染したり、便中に排泄されたウイ
ルスが口に入って感染する（飛沫、接触、
糞口感染）

第212回

治療法
　特効薬はなく、特別な治療はありません。基
本的には軽い症状の病気ですので、経過観察を
含め、症状に応じた治療（痛み、かゆみ：塗り薬、
飲み薬）となります。

かかってしまった時は…
　のどに痛みを伴うため、刺激のある食べ物を
避け、かまずに飲み込めるような刺激の少ない
食べ物を食べます。
　保育園等の登園の目安は、発熱、口の中の水
泡の影響がなく、普段の食事がとれるなどです。

予防するには
　飛沫や手指から感染するので、十分な手洗いと手指消毒が大切です。便
中にウイルスが排出されているので、トイレ後やおむつ交換後は手洗い、
消毒をしっかり行いましょう。

●乳幼児・児童に関する行事

フッ化物塗布
６日（水） 双葉保育園
７日（木） みゆき保育所 (朱鞠内 )

乳幼児健康診査 水） 保健福祉総合センター
子育て教室 農業活性化センター

乳幼児予防接種

５日（火）

町立幌加内診療所

●成人・老人に関する行事

老人健康相談

６日（水） 母子里老人クラブ
８日（金） 幌加内老人クラブ

水） 政和老人クラブ
木） 添牛内老人クラブ
水） 朱鞠内老人クラブ

送迎バス健診 水） 旭川がん検診センター 案内文をご確認ください

９
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【日　時】平成29年８月26日（土）
　11:00 ～ 11:45

【会　場】幌加内町生涯学習センター図書室
　　　　　「おはなしコーナー」
【対　象】幼児、小学校1～4年生
【内　容】絵　本：「こえどまつり」
　　　　　　　　「みんなのはなび」
　　　　 紙芝居：「あずきとぎ」

折り紙：「きつねのめん」

 ◇今月のあたらしい本

・名字でわかるあなたのルーツ
　佐藤、鈴木、高橋、田中、渡辺のヒミツ
 森岡浩／著（小学館）
・保育園のおやつ
家庭でも手軽にできる、
食べすぎない適量おやつ

 食べもの文化編集部／編
 （芽ばえ社）
・標的　TARGET
 真山仁／著（文藝春秋）　
・深海の寓話
 森村誠一／著（KADOKAWA）
・死体鑑定医の告白
 上野正彦／著（東京書籍）

◆　◆　◆　◆　◆　生涯学習カレンダー　◆　◆　◆　◆　◆

８月 26日㊏ おはなしにこにこ 図書室 11:00～

９月

12日㊋
子ども芸術劇場
　　「PALLET コンサート」

ホール 13:30～

21日㊍ チビッ子英語クラブ アトリエ
１年生　　 15:15～

2、3年生　16:00～

22日㊎ チビッ子英語クラブ アトリエ 4～6年生　15:40～

23日㊏㊗ おはなしにこにこ 図書室 11:00～

■おはなしにこにこ 参加募
集

【日　時】平成29年９月12日（火）
　　開場 13:00　
　　開演 13:30

【会　場】幌加内町生涯学習センター
　「ふれあいホール」
※入場無料

【演奏者】PALLET
　　　　（ピアノ・フルート・クラリネット・
　　　　　パーカッション）
【対　象】町内小・中学生

※一般の方も入場可能です
【問合せ】幌加内町教育委員会社会教育係
　　　　（☎35-2177）

■子ども芸術劇場・
　　　　未来塾パートナー公演
　「PALLET コンサート」

2017.815
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防
予
護
介
・
活
生
宅
在
町
内
加
幌
○

る
す
正
改
を
部
一
の
例
条
業
事
援
支

例
条

成
平
・

に
定
改
酬
報
護
介
、
度
年

れ
さ
充
拡
が
算
加
善
改
遇
処
て
い
お

合
総
る
す
施
実
で
町
り
よ
に
と
こ
た

が
動
変
額
算
加
に
料
数
手
用
利
業
事

。
正
改
を
例
条
め
た
た
じ
生

成
平
○

計
会
般
一
町
内
加
幌
度
年

第
（
算
予
正
補

）
号

増
の
等
事
工
修
改
ル
イ
タ
床
び
及
塔

加
追
を
円
万
４
１
１
１
り
よ
に
額

額
総
、
し

円
千
９
万
１
４
８
３
億

。
た
し
と

建
崎
川
道
海
北
↓
方
手
相
の
約
契
・

店
支
川
旭
社
会
式
株
機

　

↓
金
約
契

円
０
０
８
４
万
６
１
５
３

　
納　

成
平
↓
期

年

月

日

　

成
平

月
５
が
会
時
臨
回
２
第
年

案
議
、
れ
さ
催
開
に
日

。
た
し
定
決
り
お
と
の
案
原
れ
さ
出
提
が
件
２

成
平

29
年　

）
日
１
月
５
（会
時
臨
回
２
第

　

成
平

月
５
が
会
時
臨
回
３
第
年

案
議
、
れ
さ
催
開
に
日

。
た
し
定
決
り
お
と
の
案
原
れ
さ
出
提
が
件
１

成
平

年　

月
５
（会
時
臨
回
３
第

）
日

正

改

例

条

算

予

正

補

得
取
の
品
物議会を傍聴して

みませんか
　定例会は３月・６月・９月・12月の年
４回開催されます。傍聴の手続きは簡単、
受付簿に「住所」「氏名」を書いていた
だければ結構です。

・第１回定例会　３月中旬
・予算審査特別委員会　３月中旬
・第２回定例会　６月中旬～下旬
・第３回定例会　９月中旬
・第４回定例会　12月中旬～下旬

議 会 の 開 催 時 期

議会事務局／役場３階

☎ 0165-35-2121（内線373）

★ ★
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員
委
会
員
委
査
審
価
評
産
資
定
固
○

任
選
の

任
選
て
し
と
員
委
を
氏
博
幸
藤
伊
・

。
た
し
意
同
に
案
る
す

　

成
平
↓
期
任

月
６
年

 

成
平

月
６
年

で
ま
日

命
任
の
員
委
会
員
委
業
農
○

彦
文
前
蔵
・

 

氏
治
勝
内
山
・

 

氏
展
正
井
笠
・

 

氏
司
孝
丸
仙
・

 

氏
幸
伸
屋
古
・

 

氏
文
一
林
古
・

 

氏
敏
勝
野
大
・

 

氏

木
鈴
・

　
努 

氏
郎
一
屋
古
・

 

氏
明
敏
窪
横
・

 

氏

西
中
・

　
博 

氏
一
浩
見
稲
・

 

氏

　

、
上
以

員
委
会
員
委
業
農
を
名

。
た
し
意
同
に
案
る
す
命
任
て
し
と

　

成
平
↓
期
任

月
７
年

成
平

月
７
年

で
ま
日

成
平
○

計
会
般
一
町
内
加
幌
度
年

第
（
算
予
正
補

）
号

額
金
、
業
事
付
交

円
０
０
０
７
万

支
庫
国
て
し
と
源
財
定
特
入
収
未
を

金
出

成
平
を
円
０
０
０
４
万

年

。
た
し
越
繰
へ
度

営
経
区
地
部
中
内
加
幌
営
道
・

額
金
、
業
事
備
整
盤
基
成
育
体

０
０
５
万
８
５
８
１

0

入
収
未
を
円

７
０
３
１
金
担
分
て
し
と
源
財
定
特

債
方
地
、
円
０
０
０
２
万

、
円
万

成
平
を
円
０
０
０
１
万
５
源
財
般
一

。
た
し
越
繰
へ
度
年

営
経
区
地
部
東
内
加
幌
営
道
・

額
金
、
業
事
備
整
盤
基
成
育
体

入
収
未
を
円
０
０
０
２
万
８
６
４
１

万
１
１
７
金
担
分
て
し
と
源
財
定
特

債
方
地
、
円
０
０
０
３

一
、
円
万

源
財
般

成
平
を
円
０
０
０
７
万

。
た
し
越
繰
へ
度
年

畑
区
地
部
西
内
加
幌
営
道
・

額
金
、
業
事
備
整
合
総
帯
地

入
収
未
を
円
０
０
０
４
万
９
６
０
１

万
３
８
５
金
担
分
て
し
と
源
財
定
特

万
２
６
２
金
出
支
道
、
円
０
０
０
７

源
財
般
一
、
円
０
０
０
３

０
３
万

成
平
を
円
０
０

。
た
し
越
繰
へ
度
年

額
金
、
業
事
旧
復
害
災
路
道
川
河
・

支
庫
国
、
円
０
０
０
１
万
４
７
８
２

、
円
０
０
０
３
万
９
７
２
２
金
出

源
財
般
一
、
円
万
０
７
５
債
方
地

成
平
を
円
０
０
０
８
万

へ
度
年

。
た
し
越
繰

つ
に
認
承
の
件
事
た
し
分
処
決
専
○

成
平
（
て
い

般
一
町
内
加
幌
度
年

第
（
算
予
正
補
計
会

））
号

基
整
調
政
財
金
立
積
金
基
、
に
主
・

ふ
り
く
づ
ち
ま
金
立
積
金
基
び
及
金

額
多
が
残
行
執
、
金
基
援
応
と
さ
る

と
立
積
源
財
を
金
余
剰
め
た
る
あ
で

。
正
補
る
す

疑
質

 

員
議
関
小

り
よ
み
込
見
が
税
付
交
般
一

円
万
０
０
０
４
億
２
く
多

つ
に
容
内
が
る
あ
と
た
し
正
補
、
程

。
い
た
い
願
明
説
、
度
再
、
て
い

弁
答

 

長
課
務
総

０
２
億
３
は
に
時
分
処
決
専

、
し
を
正
補
の
程
円
万
０
０

か
ま
大
の
税
付
交
通
普
て
し
と
容
内

特
。
る
す
定
確
で
点
時
月
７
は
額
な

は
税
付
交
別

と
付
交
月
３
び
及
月

確
の
頃
旬
中
、
は
付
交
月
３
。
る
な

も
な
定
確
不
、
ら
か
と
こ
る
な
と
定

に
的
算
予
ち
持
を
裕
余
て
い
つ
に
の

３
は
回
今
。
た
い
て
し
上
計
く
な
少

を
正
補
程
円
億
３
り
よ
に
定
決
の
月

。
る
あ
で
ろ
こ
と
た
し

つ
に
認
承
の
件
事
た
し
分
処
決
専
○

成
平
（
て
い

学
奨
町
内
加
幌
度
年

１
第
（
算
予
正
補
計
会
別
特
金
資

））
号

に
定
確
金
立
積
金
基
び
及
金
付
貸
・

。
正
補
る
よ

金
基
備
整
等
設
施
共
公
町
内
加
幌
○

例
条

規
新
び
及
新
更
設
施
共
公
の
存
既
・

予
が
用
費
の
額
多
に
設
建
設
施
共
公

し
と
え
備
、
り
よ
に
と
こ
る
れ
さ
想

間
度
年
、
置
設
を
金
基
的
目
定
特
て

金
基
ら
か
と
こ
る
図
を
整
調
源
財
の

。
の
も
る
す
置
設
を

る
す
関
に
与
給
の
等
長
町
内
加
幌
○

例
条
る
す
正
改
を
部
一
の
例
条

に
り
誤
定
算
賃
家
の
等
宅
住
営
町
・

長
町
、
額
月
料
給
分
月
７
、
り
わ
関

則
本
、
額
月
与
給
長
町

本
、
円
万

分
月
７
り
よ
に
分
処

、
額
減
円
０
０
０
９
万
６

０
１
万

則
本
、
額
月
与
給
長
町
副
。
円
０
０

５
分
月
７
り
よ
に
分
処
本
、
円
万、

額

と
こ
る
な
と
円
０
０
０
１
万

。
正
改
ら
か

　

成
平

第
年

2

月
６
が
会
例
定
回

意
同
、
問
質
般
一
が
名
２
、
れ
さ
催
開
に
日

３
告
報
、
件

案
議
、
件

、
し
定
決
り
お
と
の
案
原
れ
さ
出
提
が
件
１
議
発
、
件
１
書
見
意
、
件
２
認
承
、
件

日

。
た
し
ま
し
会
閉
に

成
平

29
年　
第
2

（会
例
定
回

6
月
22

）
日

意

同

書
算
計
越
繰

分

処

決

専ＱＡ

例

条

規

新

正

改

例

条
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疑
質

 

員
議
川
中

成
平

成
平
ら
か
年

ま
年

が
る
な
と
期
時
の
誤
過
が
で

成
平
は
職
在
の
長
町
副
、
長
町

年、
上
実
事
。
る
れ
わ
思
と
ら
か
月
４

が
期
時
は
て
し
と
の
も
す
科
を
任
責

任
在
、
ず
ら
わ
関
も
に
る
い
て
れ
ず

誤
過
る
あ
に
期
時
い
な
係
関
と
間
期

給
減
が
長
町
副
、
長
町
、
て
い
つ
に

の
い
な
ら
な
ば
れ
け
な
け
受
を
分
処

。
い
た
い
願
明
説

弁
答

 

長
町

あ
は
で
と
こ
の
前
る
す
職
在

査
調
し
覚
発
が
件
事
、
が
る

明
説
た
え
た
あ
を
害
損
に
民
町
し
を

が
の
る
取
を
任
責
が
長
首
、
い
行
を

あ
で
ろ
こ
と
る
い
て
じ
感
と
然
当

町
市
他
、
は
て
い
つ
に
等
容
内
。
る

を
案
提
ら
が
な
し
査
調
を
態
実
の
村

。
る
あ
で
ろ
こ
と
た
し

疑
質

 

員
議
川
中

、
在
現
「、
で
告
報
政
行
長
町

に
象
対
員
職
る
い
て
し
職
在

た
し
意
注
重
厳
を
職
幹
主
や
佐
補
長

が
分
処
の
体
自
長
課
、
が
だ
ろ
こ
と

弁
答

 

長
町
副

成
平

成
平
ら
か
年

ま
年

し
職
退
員
全
は
職
長
課
の
で

な
と
当
該
回
今
、
ら
か
と
こ
る
い
て

。
い
な
ら

の
例
条
る
す
関
に
等
年
定
の
員
職
○

例
条
る
す
正
改
を
部
一

３
「
る
す
定
規
に
法
員
務
公
方
地
・

い
つ
に
師
医
、
を
る
す
と
」
で
ま
年

。
の
も
る
め
定
と
」
で
ま
年
５
「
て

て
い
お
に
例
条
行
現
、
た
ま

を
歳

て
い
つ
に
年
定
の
名
１
師
医
る
え
越

と
こ
る
す
加
追
を
と
こ
る
す
と
歳

。
正
改
る
よ
に

正
改
を
部
一
の
例
条
税
町
内
加
幌
○

例
条
る
す

与
譲
料
燃
機
空
航
び
及
法
税
方
地
・

地
、
律
法
る
す
正
改
を
部
一
の
法
税

る
す
正
改
を
部
一
の
例
行
施
法
税
方

部
一
の
則
規
行
施
法
税
方
地
、
令
政

施
法
税
方
地
び
及
令
省
る
す
正
改
を

が
令
省
る
す
正
改
を
部
一
の
則
規
行

。
正
改
る
よ
に
と
こ
た
れ
さ
布
公

例
条
税
険
保
康
健
民
国
町
内
加
幌
○

例
条
る
す
正
改
を
部
一
の

よ
に
充
拡
の
置
措
減
軽
者
得
所
低
・

定
判
減
軽
る
か
か
に
置
措
額
減
、
り

の
者
険
保
被
、
き
つ
に
定
算
の
得
所

対
減
軽
割
５
額
金
き
べ
る
け
掛
に
数

分
象

を
円
０
０
０
５
万

と
円
万

分
象
対
減
軽
割
２
、
し

を
円
万

別
特
険
保
康
健
民
国
、
め
改
に
円
万

の
等
率
税
る
す
対
に
置
措
算
予
計
会

。
正
改

成
平
○

計
会
般
一
町
内
加
幌
度
年

）
号
２
第
（
算
予
正
補

線
号
５
７
２
道
国
、
事
工
設
移
屋
小

、
事
工
体
解
レ
イ
ト
所
憩
休
内
鞠
朱

事
工
体
解
地
団
内
牛
添
宅
住
営
公
び

０
９
万
７
５
６
２
り
よ
に
額
増
の
等

額
総
、
し
額
増
を
円
０
０

４
６
億。

た
し
と
円
０
０
０
８
万
９
９

成
平
○

康
健
民
国
町
内
加
幌
度
年

１
第
（
算
予
正
補
計
会
別
特
険
保

）
号

成
平
・

化
県
府
道
都
保
国
、
度
年

修
改
、
入
導
ム
テ
ス
シ
保
国
い
伴
に

支
括
一
に
会
合
連
保
国
き
つ
に
用
費

て
し
上
計
算
予
で
金
担
負
て
し
と
払

に
収
回
の
ム
テ
ス
シ
保
国
、
が
た
い

者
業
修
改
ム
テ
ス
シ
は
町
本
て
い
つ

と
こ
る
す
結
締
を
約
契
託
委
接
直
と

ム
テ
ス
シ
険
保
康
健
民
国
、
り
よ
に

等
え
換
組
算
予
へ
料
託
委
務
業
良
改

０
０
０
９
万
０
１
５
り
よ
に
額
増
の

万
８
７
９
億
３
額
総
、
し
加
追
を
円

。
た
し
と
円
０
０
０
９

成
平
○

齢
高
期
後
町
内
加
幌
度
年

１
第
（
算
予
正
補
計
会
別
特
療
医
者

）
号

付
納
合
連
域
広
療
医
者
齢
高
期
後
・

よ
に
額
増
の
等
定
確
の
金
担
負
で
金り

総
、
し
加
追
を
円
０
０
０
７
万

し
と
円
０
０
０
９
万
４
６
１
３
額

。
た

成
平
○

険
保
護
介
町
内
加
幌
度
年

）
号
１
第
（
算
予
正
補
計
会
別
特

成
平
・

成
平
ら
か
度
年

へ
度
年

ち
う
の
額
越
繰
び
及
定
確
額
金
越
繰

給
護
介
金
立
積
金
基
へ
ど
な
道
、
国

１
り
よ
に
額
増
の
等
金
基
備
準
費
付

、
し
加
追
を
円
０
０
０
８
万
２
１
２

。
た
し
と
円
万
９
９
４
１
億
２
額
総

成
平
○

道
水
易
簡
町
内
加
幌
度
年

１
第
（
算
予
正
補
計
会
別
特
業
事

）
号

管
持
維
設
施
道
水
易
簡
内
加
幌
・

り
よ
に
額
増
の
等
料
託
委
務
業
理

額
総
、
し
加
追
を
円
０
０
０
３
万

。
た
し
と
円
０
０
０
４
万
０
８
７
７

成
平
○

事
道
水
下
町
内
加
幌
度
年

）
号
１
第
（
算
予
正
補
計
会
別
特
業

屋
備
整
水
排
落
集
区
地
内
加
幌
・

り
よ
に
額
増
の
等
事
工
管
配
外

額
総
、
し
加
追
を
円
０
０
０
１
万

。
た
し
と
円
０
０
０
４
万
７
９
２
７

市
進
促
立
自
域
地
疎
過
町
内
加
幌
○

更
変
の
画
計
村
町

を
進
促
立
自
る
け
お
に
域
地
疎
過
・

成
平
、
し
と
的
目
を
と
こ
る
図

年

成
平
ら
か
度

年
４
の
で
ま
度
年

画
計
業
事
、
て
し
と
策
対
疎
過
、
間

市
り
よ
に
と
こ
た
し
生
発
が
加
追
に

。
の
も
る
す
更
変
を
画
計
村
町

更
変
の
画
計

ＱＡＱ

Ａ

算

予

正

補
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て
い
つ
に
定
認
線
路
の
道
町
○

あ
れ
ふ
線
場
車
停
内
鞠
朱
、
台
の
蕗

い
つ
に
渡
譲
の
前
か
ど
ま
家
の
い

区
部
一
ら
か
部
理
管
設
建
川
旭
、
て

に
と
こ
る
け
受
を
し
渡
引
き
つ
に
間

。
の
も
る
す
定
認
ら
か
と
こ
る
な

）
部
一
の
線
絡
連
地
墓
内
鞠
朱
（

化
業
産
長
成
の
業
産
材
木
・
業
林
○

求
を
化
強
・
実
充
の
策
施
た
け
向
に

案
書
見
意
る
め

。
た
し
認
承
、
果
結
の
議
協
・

し
申
の
査
調
務
事
管
所
の
中
会
閉
○出

生
厚
務
総
び
及
会
員
委
営
運
会
議
・

委
任
常
教
文
建
業
産
、
会
員
委
任
常

結
の
議
協
を
出
し
申
の
ら
か
会
員

。
た
し
可
許
、
果

制
援
支
材
人
護
介
、
は
護
介

き
で
が
保
確
材
人
り
よ
に
度

あ
で
足
不
材
人
て
し
と
然
依
、
が
た

い
て
し
を
集
募
人
求
も
園
育
保
。
る

続
が
況
状
い
し
厳
に
保
確
材
人
が
る

確
材
人
に
町
本
に
か
い
。
る
い
て
い

資
、
と
る
え
考
を
か
の
く
い
て
し
保

ら
が
な
き
働
し
用
雇
を
人
い
な
が
格

も
て
し
と
る
す
保
確
材
人
て
し
成
育

来
に
き
働
に
町
本
。
だ
況
状
い
し
厳

ま
、
め
た
う
ら
も
て
じ
感
を
力
魅
て

め
た
る
得
を
格
資
ら
が
な
き
働
、
た

費
経
る
か
掛
で
験
試
や
料
講
受
、
に

材
人
り
よ
に
と
こ
る
す
援
支
で
町
を

い
が
る
れ
わ
思
と
る
が
な
つ
に
保
確

。
か
が
か

弁
答

 

長
町

問
足
不
材
人
る
け
お
に
町
本

で
け
だ
育
保
、
護
介
、
は
題

深
も
で
ど
な
野
分
業
産
の
他
、
く
な

施
。
る
い
て
め
止
け
受
と
題
問
な
刻

成
平
、
が
た
べ
述
も
で
針
方
政

年検
の
策
施
援
支
材
人
護
介
、
は
度

て
え
考
と
度
年
う
行
を
し
直
見
、
証

事
護
介
内
町
、
は
に
的
体
具
。
る
い

を
園
育
保
び
及
校
高
内
加
幌
、
者
業

協
と
ど
な
人
法
祉
福
会
社
る
す
営
運

現
、
け
設
と
局
部
当
担
を
場
る
す
議

に
分
十
、
で
え
う
た
い
聞
を
声
の
場

た
し
断
判
と
要
必
が
し
直
見
し
議
協

て
し
手
着
に
ど
な
正
改
綱
要
、
合
場

得
取
格
資
、
で
中
の
そ
。
い
た
き
い

ル
キ
ス
や
用
費
験
受
、
料
講
受
の

を
策
方
る
す
援
支
に
的
政
財
て
い
つ

、
に
特
。
い
た
き
い
て
し
討
検
め
含

介
内
町
、
後
業
卒
の
生
校
高
内
加
幌

場
る
す
望
希
を
職
就
の
へ
所
業
事
護

る
す
を
習
実
験
体
に
際
実
、
ど
な
合

議
協
を
法
方
の
担
負
用
費
、
み
組
仕

に
労
就
の
士
育
保
、
に
も
と
と
る
す

べ
す
充
拡
を
度
制
の
こ
、
も
て
し
関

施
保
確
材
人
。
く
い
て
し
討
検
か
き

い
し
優
に
人
、
と
こ
る
す
展
進
が
策

。
く
い
て
し
力

農
で
地
有
所
の
ど
な
国
や
町

、
の
も
る
い
て
し
接
隣
に
地

る
い
て
れ
さ
用
利
て
し
と
地
農
に
現

い
て
し
在
点
数
多
に
内
町
が
地
有
公

多
が
ど
な
敷
川
河
や
地
用
路
道
。
る

れ
さ
用
利
に
現
、
が
る
れ
わ
思
と
い

で
確
明
が
係
関
借
賃
も
で
所
る
い
て

ま
ざ
ま
さ
年
近
。
い
多
が
合
場
い
な

て
れ
さ
備
整
で
等
業
事
発
開
地
農
な

の
業
事
、
が
る
あ
で
況
状
る
い
て
き

な
少
も
と
こ
る
れ
さ
外
除
ら
か
象
対

な
事
工
渠
暗
、
て
し
と
例
。
い
な
く

な
的
理
合
、
は
で
業
事
良
改
地
土
ど

合
場
る
な
と
害
障
で
上
る
す
を
工
施

勘
を
況
状
た
し
う
こ
。
る
れ
ら
み
も

現
、
能
可
用
利
て
し
と
地
農
、
し
案

い
つ
に
地
有
公
る
い
て
れ
さ
用
利
に

づ
基
に
ら
れ
そ
、
し
を
査
調
態
実
て

所
ど
な
げ
下
い
払
り
限
な
能
可
、
き

用
利
な
切
適
、
き
続
手
転
移
の
権
有

な
は
で
き
べ
す
進
推
を
ど
な
定
設
権

。
か
い

弁
答

 

長
町

現
、
能
可
用
利
て
し
と
地
農

に
地
有
公
る
い
て
し
用
利
に

し
握
把
て
し
と
町
本
在
現
、
て
い
つ

務
総
、
は
て
い
つ
に
地
用
農
る
い
て

握
把
で
会
員
委
業
農
び
及
係
財
管
課

、
件
６
、
て
し
と
の
も
る
き
で

、
筆

約
積
面

ら
か
時
当
の
そ
、
は
て
い
つ
に
路
道

必
が
き
続
手
と
用
費
な
当
相
に
理
処

れ
ら
得
が
整
調
の
と
者
益
受
、
で
要

え
考
と
る
あ
で
件
案
い
し
難
は
分
処

に
地
番
無
有
国
て
せ
わ
合
。
る
い
て

い
て
れ
さ
が
記
登
示
表
、
も
て
い
つ

い
て
れ
さ
が
定
確
積
面
、
め
た
い
な

に
る
す
を
理
処
理
整
ら
か
と
こ
い
な

積
面
、
議
協
、
査
調
の
庁
管
所
、
は

間
時
、
ど
な
記
登
示
表
、
量
測
定
確

、
り
あ
で
の
も
る
す
生
発
が
用
費
と

が
る
き
で
度
程
る
あ
は
握
把
の
置
位

考
と
い
な
は
で
易
容
、
は
分
処
理
整

議

発

書

見

意

稲見議員

Ｑ

の
士
育
保
、
士
護
介

を
援
支
に
得
取
格
資

な
き
聞
を
声
の
場
現

支
に
的
政
財
、
ら
が

検
う
よ
く
い
て
し
援

く
い
て
し
討

ＱＡ

Ａ

定

認

線

路

中川議員

Ｑ

可
用
利
て
し
と
地
農

態
実
の
地
有
公
な
能

に
分
処
理
整
と
握
把

て
い
つ

あ
が
等
望
要
に
別
個

し
等
供
提
報
情
ば
れ

る
え
考
と
い
た
き
い
て

ＱＡ

Ａ
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に
町
内
加
幌
ら
か
県
良
奈
は
私

ま
り
な
と
目
年
８
て
き
て
し
住
移

と
員
合
組
協
漁
内
鞠
朱
は
私
。
す

や
み
組
取
の
護
保
ウ
ト
イ
、
て
し

で
み
組
取
の
ウ
ト
イ
。
す
ま
り
お

正
改
則
規
漁
遊
に
年
３
１
０
２
は

漁
遊
季
夏
の
ウ
ト
イ
、
れ
わ
行
が

り
釣
、
た
ま
。
た
し
ま
り
な
と
則

、
は
て
し
関
に
針

1

し
え
か
で
本

け
づ
務
義
が
用
使
の
の
も
い
な
の

る
い
て
し
を
り
釣
。
た
し
ま
れ
ら

ま
し
て
け
か
を
担
負
に
魚
は
上
以

を
担
負
く
べ
る
な
、
で
の
す
ま
い

け
設
で
中
の
則
規
漁
遊
、
く
な
は

と
だ
み
組
取
な
的
進
先
は
と
こ
た

る
釣
を
種
惧
危
滅
絶
。
す
ま
い
思

声
う
い
と
だ
ん
な
う
ど
体
自
と
こ

番
一
は
人
り
釣
、
が
す
ま
り
あ
も

イ
て
し
除
排
を
り
釣
。
す
で
感
敏

観
を
ウ
ト
イ
、
り
よ
る
守
を
ウ
ト

致
誘
を
人
り
釣
て
し
と
源
資
光

で
ど
な
金
代
泊
宿
や
料
漁
遊
、
し

ウ
ト
イ
ら
が
な
し
化
性
活
を
域
地

の
他
は
法
方
う
い
と
る
す
護
保
を

、
る
い
て
れ
さ
目
注
も
ら
か
域
地

い
思
と
だ
み
組
取
い
白
面
に
常
非

で
の
う
ま
し
て
げ
上
り
釣
。
す
ま

れ
釣
が
ウ
ト
イ
の
型
大
で
と
こ
る

り
釣
た
ま
が
れ
そ
と
る
な
に
湖
る

と
こ
る
て
た
き
か
を
ン
マ
ロ
の
人

れ
さ
費
消
は
源
資
。
す
ま
り
な
に

い
思
と
い
な
け
い
は
で
り
か
ば
る

き
べ
く
い
て
し
指
目
を
」
源
資
な

ん
さ
く
た
が
然
自
は
湖
内
鞠
朱
で

と
る
あ
で
的
力
魅
が
ろ
こ
と
る
あ

け
だ
れ
ど
、
が
す
ま
い
て
れ
わ
言

あ
が
会
機
る
れ
ふ
に
然
自
が
人
の

思
に
う
よ
い
な
ど
ん
と
ほ
は
で
般

こ
る
あ
で
か
豊
が
然
自
。
す
ま
い

査
調
を
態
実
、
は
上
以
う
謳
を
と

ま
い
て
じ
感
と
だ
要
必
も
事
る
す

で
方
の
町
内
加
幌
ら
か
年
今
。
す

て
い
頂
力
協
ご
に
査
調
床
卵
産
も

流
上
の
川
は
ウ
ト
イ
。
す
ま
り
お

る
い
て
し
続
連
の
で
ま
流
下
ら
か

魚
稚
や
と
こ
る
あ
で
要
必
が
間
区

流
な
か
や
穏
す
ご
過
に
期
時
の

環
る
あ
が
利
砂
る
き
で
卵
産
、
れ

境
環
な
様
多
ど
な
源
資
サ
エ
、
境

保
て
い
て
れ
さ
と
要
必
に
活
生
が

る
い
て
れ
優
て
し
と
種
標
指
の
全

イ
、
り
ま
つ
。
す
ま
い
て
れ
さ
と

川
河
な
全
健
は
境
環
る
い
が
ウ
ト

と
こ
る
い
て
れ
さ
持
維
が
系
態
生

る
い
て
れ
わ
言
と
る
あ
で
明
証
の

卵
産
の
ウ
ト
イ
の
年
毎
。
す
で
の

あ
で
要
重
に
常
非
も
で
上
る
す
ク

な
策
対
や
向
傾
と
い
な
し
積
蓄
を

ら
か
れ
こ
、
め
た
い
な
来
出
が
ど

ま
い
思
と
ば
れ
け
い
て
し
続
継
も

み
組
取
の
協
漁
に
他
は
年
今
。
す

サ
カ
ワ
の
で
漁
遊
季
冬
、
て
し
と

額
半
金
料
漁
遊
は
民
町
は
り
釣
ギ

以
。
た
し
ま
い
行
を
み
試
う
い
と

に
更
は
方
た
い
て
れ
ら
来
ら
か
前

い
も
方
る
れ
ら
来
て
ね
重
を
数
回

組
取
な
う
よ
る
け
頂
加
参
ご
、
も

と
ら
た
け
い
て
け
続
も
後
今
は
み

て
せ
さ
を
い
伝
手
お
の
そ
、
ら
が

発
る
な
更
の
区
地
内
鞠
朱
、
き
頂

と
い
た
き
い
て
し
力
努
に
為
の
展

。
す
ま
り
お
て
え
考

町
、
は
て
い
つ
に
査
調
態
実
。
る
え

談
相
に
別
個
、
が
い
な
わ
行
て
し
と

提
報
情
の
ど
な
図
籍
地
、
ば
れ
あ
が

。
い
た
き
い
て
し
討
検
め
含
を
供

　

続
手
ど
な
げ
下
い
払
り
限
な
能
可

改
地
土
、
は
て
い
つ
に
進
推
の
等
き

扱
り
取
の
地
象
対
る
か
か
に
業
事
良

事
、
て
い
お
に
去
過
は
て
い
つ
に
い

署
部
当
担
に
時
査
調
地
用
前
事
の
業

、
ら
が
な
し
認
確
を
向
意
の
者
業
農
が

、
て
し
と
務
事
る
す
随
附
の
外
業
事

地
土
、
い
行
を
渉
交
の
等
得
取
地
用

対
理
処
ら
が
な
し
行
平
と
業
事
良
改

れ
そ
、
年
近
し
か
し
。
た
き
て
し
応

、
ず
れ
さ
可
許
は
で
理
処
行
並
の
ら

変
義
名
の
者
益
受
は
に
時
請
申
業
事

と
件
要
が
と
こ
る
い
て
し
了
終
が
更

と
要
必
が
理
処
務
事
で
階
段
の
査
調

て
し
関
に
定
設
権
用
利
、
転
移
権
有

ク
ア
の
旨
の
そ
ら
か
者
事
当
、
は

可
は
に
署
部
当
担
、
た
ま
。
る
い
て

着
、
て
し
と
域
区
業
事
、
り
限
な
能

話
う
よ
る
す
処
対
に
う
よ
る
き
で
手

表
や
量
測
定
確
積
面
。
る
い
て
し
を

の
ど
な
担
負
用
費
る
か
か
に
記
登
示

ら
取
を
応
対
の
別
個
、
り
あ
も
題
問

今
、
が
る
あ
で
況
状
い
な
得
を
る
ざ

対
り
よ
に
等
望
要
の
ら
か
先
地
も
後

。
い
た
き
い
て
し
応

田
黒

　

ん
さ
子
綾

言
一
の
し
た
わ
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領
横
の
員
職
社
公
興
振
内
加
幌
「
○

」
て
い
つ
に
件
事

　

月
５
る
去

て
い
つ
に
件
本
、
日

。
た
れ
さ
催
開
が
会
総
主
株
時
臨

　

者
事
当
の
領
横
の
般
今
は
で
告
報

解
で
付
日
１
月
５
、
は
員
職
る
あ
で

月
５
、
し
を
知
通
告
予
雇

戒
懲
日

額
領
横
、
た
ま
。
と
こ
た
し
と
雇
解

、
ち
う
の
円
６
９
４
８
万
２
８
８
３

が
額
金
た
れ
さ
済
弁
に
で
ま
年
昨

２
月
５
年
本
、
り
あ
で
円
万
０
２
４

月
５
降
以
日

若
人
本
、
に
で
ま
日

４
２
万
６
１
７
１
ら
か
族
家
は
く
し

１
２
額
総
、
り
あ
が
済
弁
の
円
３
６

額
月
ら
か
者
事
当
、
に

つ
ず
円
万

が
い
願
予
猶
済
返
の
旨
い
た
い
払
支

月
５
、
た
ま
。
る
い
て
出

北
に
日

る
あ
で
士
護
弁
問
顧
の
会
村
町
道
海

、
き
赴
へ
所
務
事
律
法
合
総
木
々
佐

て
け
受
を
導
指
い
行
を
談
相
な
要
必

。
た
き

　

に
応
対
の
後
今
え
ま
踏
を
ら
れ
こ

月
５
は
員
職
該
当
①

懲
で
付
日。

と
こ
た
し
と
雇
解
戒

だ
た
。
い
な
し
給
支
は
金
職
退
②

立
積
た
て
立
み
積
が
社
公
、
し

も
て
し
額
減
、
は
て
い
つ
に
金

取
り
よ
に
求
請
人
本
、
め
た
い

こ
る
て
充
に
額
済
弁
、
し
崩
り

。
と

は
と
業
企
間
民
、
上
念
通
会
社
③

ン
コ
り
よ
、
り
あ
で
社
公
い
違

る
あ
で
要
必
が
ス
ン
ア
イ
ラ
プ

訴
告
事
刑
、
ら
か
点
観
う
い
と

。
と
こ
る
す
を

部
一
、
は
て
い
つ
に
訟
訴
事
民
④

額
残
、
り
お
て
れ
さ
済
弁
意
任

出
提
の
画
計
済
返
も
て
い
つ
に

な
見
を
況
状
の
後
今
、
り
あ
も

ら
が
な
し
談
相
と
士
護
弁
ら
が

。
と
こ
る
す
断
判

害
損
、
も
て
い
つ
に
任
責
員
役
⑤

、
り
あ
で
階
段
い
な
し
定
確
が
額

る
す
断
判
て
見
を
況
状
の
後
今

。
と
こ

　

基
に
ら
れ
こ
、
れ
さ
定
決
が
上
以

続
手
の
定
所
は
て
し
と
社
公
、
き
づ

並
、
宅
住
有
町
び
及
宅
住
営
町
「
○

算
の
賃
家
宅
住
貸
賃
共
公
定
特
に
び

」
て
い
つ
に
り
誤
定

　

者
象
対
付
還

数
件
べ
延
（
名

９
万
７
２
５
額
付
還
、）
件
６
０
２

成
平
、
円
０
５
１

で
ま
末
月
７
年

１
２
１
３
万
２
０
１
額
算
加
付
還
の

円
１
７
２
２
万
０
３
６
額
総
、
で
円

　

各
、
後
今
、
は
て
い
つ
に
ら
れ
こ

い
て
し
と
と
こ
る
す
還
返
へ
者
入
納

去
は
分
処
の
員
職
係
関
、
た
ま
。
る
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平
。
た
し
を
分
処
で
付
日
７
月
６
る成

長
係
た
い
て
し
当
担
ら
か
度
年

象
対
を
員
職
る
い
て
し
職
在
で
上
以

で
職
長
係
、
意
注
重
厳
を
名
３
た

。
た
し
と
分
処
る
す
課
を
任

　

か
お
を
惑
迷
ご
に
様
皆
の
者
係
関

上
し
申
び
詫
お
く
深
を
と
こ
た
し
け

止
防
発
再
、
後
今
、
に
も
と
と
る
げ

。
く
い
て
し
起
喚
う
よ
む
組
り
取

い
つ
に
績
実
の
税
納
と
さ
る
ふ
「
○

」
て

　

し
定
確
て
い
つ
に
績
実
の
度
年
昨

。
る
す
告
報
を
況
状
の
そ
、
で
の
た

　

は
い
扱
附
寄
般
一
の
で
ま
月
６、

件

定
を
途
使
、
円
０
０
０
５
万

、
件
０
５
１
１
は
で
降
以
月
７
た
め

計
合
、
円
０
０
０
９
万
０
８
２
１

０
０
４
万
４
６
３
１
、
件
９
１
２
１

、
り
な
と
円
０

の
度
年

、
件き

大
し
対
に
円
０
０
０
９
万
７
１
１

　

に
途
使
び
及
額
附
寄
の
と
ご
目
項

、
は
て
い
つ

関
に
興
振
光
観
の
辺
周
湖
内
鞠
朱
＊

、
は
に
業
事
る
す

（
円
万

）
件

」
費
修
改
の
場
車
駐
畔
湖
「、
り
あ

。
当
充
に

に
業
事
る
す
関
に
護
保
の
ウ
ト
イ
＊

（
円
万
７
１
１
、
は

、
り
あ
）
件

年
今
、
て
立
み
積
に
金
基
は
度
年
昨

調
所
場
卵
産
「
の
定
予
施
実
降
以
度

。
当
充
に
」
業
事
査

、
は
に
業
事
る
す
関
に
興
振
の
ば
そ
＊

、
り
あ
）
件
２
７
１
（
円
万
６
８
１

」
金
成
助
会
議
協
化
性
活
ば
そ
「に
主

」
用
費
師
講
の
業
授
ば
そ
の
校
高
「や

。
当
充
に

の
も
ど
子
び
及
援
支
て
育
子
＊

、
は
に
業
事
る
す
関
に
興
振
育
教

円
０
０
０
５
万
８
６
３

(

５
４
３

件)

」
費
営
運
所
育
保
「
に
主、
り
あ

校
高
「」
金
成
助
種
接
防
予
児
幼
乳
「

。
当
充
に
」
金
助
補
宿
下
・
学
通
生

め
認
と
要
必
に
興
振
の
町
が
長
町
＊

万
１
５
５
、
く
多
番
一
が
業
事
る

円
０
０
０
４

(

件
３
９
４

)

全
、
で

。
当
充
に
」
費
設
建
の
所
療
診
「
を
額

　

方
地
は
ら
か
国
、
り
入
に
度
年
今

争
競
の
品
礼
返
、
し
対
に
体
団
共
公

趣
の
度
制
、
か
ほ
る
い
て
し
熱
過
が

さ
付
送
が
物
品
な
う
よ
る
す
反
に
旨

、
れ
さ
な
が
摘
指
の
ど
な
る
い
て
れ

度
名
知
の
町
内
加
幌
、
は
て
し
と
町

に
等
充
拡
の
品
礼
返
も
ら
か
点
観
う

て
れ
入
を
力
き
続
き
引
、
も
て
い
つ

。
い
た
き
い

応
の
業
事
設
建
宅
住
貸
賃
間
民
「
○

」
て
い
つ
に
況
状
募

　

し
置
措
算
予
て
い
お
に
算
予
初
当

に
業
事
設
建
宅
住
貸
賃
間
民
た
い
て

Ｌ
２
も
て
い
お
に
度
年
今
、
て
い
つ

計
（
戸
２・
Ｋ
Ｄ
Ｌ
３
、
戸
２・
Ｋ
Ｄ

日
２
月
６
、
い
行
を
集
募
の
）
戸
４

。
た
し
了
終
に

　

か
者
業
事
の
件
１
、
て
し
と
果
結

１
に
地
有
民
の
横
地
団
ば
か
わ
、
ら

経
を
査
審
の
で
会
員
委
定
選
、
後
今

完
の
末
月
２
年
来
、
工
着
に
月
８
て

。
る
い
て
し
定
予
を
成

に
過
経
の
議
会
通
交
共
公
域
地
「
○

」
て
い
つ

　

回
５
第
「
た
し
催
開
に
日
９
月
５

、
て
い
お
に
」
議
会
通
交
共
公
域
地

を
者
業
事
送
運
、
め
始
を
ス
バ
Ｒ
Ｊ

、
て
い
お
に
々
方
の
員
委
各
た
め
含

式
正
、
り
賜
解
理
ご
に
情
実
の
町
本

今
。
た
い
だ
た
い
を
認
承
の
化
線
路

）
局
支
川
旭
局
輸
運
道
海
北
（国
は
後

き
続
手
の
可
認
線
路
規
新
て
し
対
に

年
ば
れ
け
早
、
の
の
も
る
す
要
を
間

補
の
定
所
り
な
と
可
認
の
で
中
途
度

。
い
た
し
案
提
を
算
予
正

　

る
あ
で
歩
一
第
は
通
開
線
路
の
こ

地
も
て
い
お
に
後
今
、
え
捉
と
の
も

施
実
に
的
期
定
を
議
会
通
交
共
公
域

ま
。
す
で
存
所
る
す
資
に
上
向
の
ス

り
よ
に
可
認
式
正
の
線
路
の
こ
、
た

な
い
て
来
出
が
保
確
の
足
の
民
住
「

て
し
示
を
色
難
で
と
こ
う
い
と
」
い

口
窓
の
税
国
や
省
働
労
生
厚
、
た
い

て
め
進
て
め
改
も
請
要
管
移
川
上
の

。
い
た
き
い

議会の様子をホームページで
見ることができます！

　議員の活動や広報など掲載しています。
　議会ページは町ホームページから見ることができます。
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、」
る
て
育
「
は
と
」
杜
の
る
る
く
「

つ
「、」
る
じ
感
「、」
る
べ
食
「、」
る
作
「

地
敷
、
り
お
て
れ
さ
表
が
」
る
が
な

な
大
広
と
㎡
１
６
５
，
６
７
１
積
面

ま
ざ
ま
さ
、
じ
通
を
業
農
、
に
地
敷

。
る
い

　

体
「て
し
と
型
験
体、
は
で
内
地
敷

田
「
に
他
の
そ
、
り
あ
が
」
場
農
験

施
り
あ
も
ど
な
」
園
樹
果
「、
」
ぼ
ん

、
て
し
用
利
を
ど
な
菜
野
た
れ
取
で
設

、
た
ま
。
る
あ
も
験
体
る
す
工
加
理
調

ス
レ
村
農
「、
」
所
売
直
物
産
畜
農
「

、」
て
見
「
も
で
み
の
場
来
、
り
あ
も

合
れ
触
に
業
農
」
て
べ
食
「　

の
型
体
一
の
験
体
と
場
来

ら
か
供
子
、
し
察
視
を
設
施

方
な
ま
ざ
ま
さ
、
で
ま
人
大

る
え
合
れ
触
に
業
農
ら
か
向

で
が
と
こ
る
と
じ
感
を
と
こ

。
た
き

②「ミニ・セイコーマート」
○視察場所　東滝川市

議会行政視察
視 察 場 所：①「くるるの杜」②「ミニ・セイコーマート」
調査年月日：平成29年７月５日
視 察 市：北広島市・滝川市
視 察 議 員：稲見議員・中村議員・中川議員・市村議員・小関議員・春名議員・

齋藤議員・小川議長

　

コ
低
に
ど
な
地
疎
過
い
な
の
店
商

ミ
「
店
営
直
型
小
る
す
店
出
で
ト
ス

が
店
商
に
内
圏
歩
徒
、
り
よ
に
と
こ

。
る
あ

　

ど
な
品
用
日
や
菜
惣
、
は
内
舗
店

の
も
の
容
内
の
は
で
ら
な
ニ
ビ
ン
コ

い
て
し
実
充
も
物
べ
食
い
か
温
、
ら

。
る
い
て
れ
さ
保
確
も

　

に
物
い
買
が
方
の
民
住
も
中
察
視

利
便
、
れ
ら
け
受
見
が
の
る
い
て
来

き
で
感
実
が
の
る
い
て
れ
さ
用
利
に

。
た

　

用
活
利
地
跡
院
病
も
で
町
内
加
幌

い
て
れ
さ
が
討
検
な
々
様
て
い
つ
に

と
こ
る
い
て
し
討
検
も
案
事
の
」
ト

ミ
「
る
な
と
店
号
１
、
回
今
、
ら
か

。
る
あ
で
の
も
た
し
と
考
参
い
行

①「くるるの杜」
○視察場所　北広島市
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　幌
加
内
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
全
面
的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た
。
今
ま
で
よ
り
も
「
見
や
す
い
！
」「
検
索
し
や

す
い
！
」「
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
！
」
な
デ
ザ
イ
ン
を
目
指
し

た
サ
イ
ト
の
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　く
ら
し
に
必
要
な
情
報
や
今
ま
で
の
広
報
紙
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
な
ど
、
引
き
続
き
、
充
実
し
た
内
容
と
な
る
よ
う
継

続
し
て
更
新
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（７月末現在）

世帯数 814世帯
（前月比－6）

人　口 1,564人
（前月比－8）

　　男 771人
　女 793人

今月の表紙 中野選手　剣道で全国挑戦 !!!
　8月18日から佐賀県で開催され
る全国大会に中野選手が出場しま
す。可愛らしい笑顔ですが、面をか
ぶり、竹刀を握ると勝利へ一直線！
　当日は細川町長も応援に駆けつ
けます。今月号が発行される頃に
は結果は出ていますが、全国大会
の活躍を応援しています！がんばっ
て下さい！

●
ひ
と
の
う
ご
き
●

ひ
と
の
う
ご
き

ひ
と
の
う
ご
き

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　
７
月
24
日　
椿　
た
ま
子　
様　
　
97
歳

　
７
月
30
日　
菅
原
ハ
ル
ヨ　
様　
　
76
歳

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

◆
社
会
福
祉
協
議
会
に
◆

　
７
月
28
日　
椿　
　
金
市　
様

　
（
母　
た
ま
子
様
の
葬
儀
に
際
し
て
）

広報ほろかない 8月号
2017 AUGUST № 740

花
岡

　千
瑛
美
（
ち
え
み
）

平
成
28
年
５
月
24
日

父　
恵　
佑

母　
美
智
子

　

千
瑛
美
は
、
活
発
で
と
て
も

元
気
な
女
の
子
で
す
。
家
の
中

で
は
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
と
歩
き

回
っ
て
家
中
の
も
の
を
ひ
っ
く

り
返
し
て
は
遊
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
外
に
出
る
と
だ
っ

こ
が
好
き
な
甘
え
ん
坊
に
な
る

一
面
も
あ
り
ま
す
。

　

初
め
て
の
子
育
て
で
大
変
で

す
が
、
笑
っ
た
顔
が
と
て
も
可

愛
く
て
千
瑛
美
の
笑
顔
に
毎
日

癒
さ
れ
て
い
ま
す
。

我が家の
アイドル！
我が家の
アイドル！
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